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論 文 内 容 の 要 旨 
 本論文は、19 世紀末から 20 世紀初頭のパリのブルジョワ女性の生活や心性を、ブルジョワ意識と家族意識を軸に
して、解き明かそうとした研究である。論文は、本論４章と序章、結論、文献目録等からなり、本文約 130000 字、
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文の最も重要な貢献は、19 世紀末から 20 世紀初頭のパリにおけるブルジョワ女性の意識や生活様式を、当時
急速に発行部数を拡大した新聞や雑誌、『ル・プチ・ジョルナル』、『イリュストラシオン』、『フェミナ』、『ラ・モー
ド・イリュストレ』、『ラ・モード・プラティク』などを通して、分析した点にある。家族の歴史人口学的な動態分析
には、比較的確立した方法があるが、家族の意識や、家族の戦略、家族間の愛情の問題などは、数量的分析にはなじ
まず、アプローチの困難な課題であった。大衆紙や女性誌、モード雑誌などを広範に利用することで、ブルジョワ女
性の意識を理解しようとした試みは、オリジナルな着想であり、大いに評価すべき点である。 
 本論文のもう一つの優れた点は、意識や生活様式の研究にありがちな、ともすれば静態的な分析に陥ることから免
れているところにある。ブルジョワ女性やその家族を急速に変化しつつある歴史的なコンテクストに位置づけること
によって、変わりゆく階級関係や国民意識の変化、経済的・社会的な変動に対する、ブルジョワ家族やブルジョワ女
性の対応戦略と、こうした変化とともに組み替えられるブルジョワ女性の理想像を見事に描き出している。また、「主
婦の誕生」という概念でこれを明示したことは、論文を非常に理解しやすいものにしている。 
 このように、本論文は、女性史やジェンダー研究、家族史などにとって多大な意義を有しているが、問題がないわ
けではない。新聞・雑誌などの史料を大量に利用した点は、本論文の優れた点であると同時に、そこから抽出される
ブルジョワ女性像が何を意味するかという問題に関して、さらに深く検討し、体系的に提示する必要があったように
思われる。また、ブルジョワ女性の生活に関して、結婚、子育て、社交、家計管理という四つのテーマが、自明であ
るかのように選択されているが、同様に重要であったと思われる、慈善活動や教育のような領域についても検討する
余地が残されている。外国人の観察などを利用することで、フランス社会を他と比較し、比較史の文脈に位置づけよ
うと努力をしているが、とりわけ未婚女性の問題などは、他国の研究者との交流を図る上でも、いっそう本格的な比
較史的手法を取り入れることも可能であったと思われる。 
 しかし、これらの瑕疵や課題は、本論文が達成した成果と意義を損なうものではない。よって、本論文を博士（文
学）の学位にふさわしいものと認定する。 
